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 事業の推進⽅策 

(１) 重点エリアの設定 

公共施設のライトアップを重点的かつ一体的に進めるため、東京を代表するエリ

アにライトアップの取組を進める「重点エリア」を設定する。なお、重点エリアは、

今後の公共事業や都市開発の進捗等に応じて、追加・変更等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 重点エリア 

≪重点エリア設定の考え方≫ 

・国内外からの来都者に向けて東京の顔として発信力が高いエリア 

・東京を象徴する歴史・文化や水辺・緑が感じられるエリア 

・東京 2020 大会に向けて、大会関連施設等の主要事業が見込まれているエリア 

・東京 2020 大会施設等が集積するエ

リア 

・浅草から臨海副都心の隅田川エリア

は舟運観光スポット 

・東京港の運河や臨海地域では、都市

施設と一体となった夜景スポットが

存在 

隅田川・臨海部エリア 

・皇居周辺や濠等、日本を代表する景

観形成地 

・東京の玄関口であり、多くの観光客

が訪問するエリア 

東京駅・皇居周辺エリア 

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図(タイル)を複製したものである。 

（承認番号 平 29 情複、第 1060 号）」 

赤坂迎賓館周辺エリア 

・東京 2020 大会施設等が集積する

エリア 

・歴史的なライトアップ施設が多数

存在 
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(２) 重点エリアにおける取組事例 

  重点エリア内の取組事例の中から代表事例を以下に示す。 

 

隅田川・臨海部エリア 
 

事例① 隅田川地域 

 

 ≪本地域の特色≫ 

・浅草から臨海副都心までの隅田川地域は、舟運観光の人気エリア 

・隅田川沿いの浅草や両国等は、東京の歴史や文化を発信する観光の拠点 

 ・隅田川沿いの公園や水辺のテラス、歴史があり構造的に美しい橋梁が多数 

存在 

  

  ≪今後のライトアップの展開≫ 

・隅田川を「光の軸」とし、隅田川橋梁群等のライトアップの拡大とテラスの

照明の整備を推進 

・隅田川沿いの公園や公共建築物等のライトアップを促進し、光を面的に展開 

・ライトアップ施設と周辺集客施設のタイアップにより、水辺のにぎわいを創出 

 

≪主なライトアップ施設≫ 

地域内の主な公共施設等のライトアップの実施状況・予定は以下の通り。 

表 1 隅田川地域の主なライトアップ施設 

 No. 施設名  ライトアップ実施状況
施設管理者

又は施設管理予定者

隅田-１ 柳橋 実施済みの施設 中央区

隅田-２ 桜橋 〃 台東区
実施済みの施設

H32年度までに実施予定の施設
隅田-４ 豊海橋 実施済みの施設 中央区
隅田-５ 高橋 〃 中央区
隅田-６ 南高橋 〃 中央区
隅田-７ 新大橋 〃 東京都
隅田-８ 萬年橋 〃 江東区
隅田-９ 中央大橋 〃 東京都
隅田-10 湊橋 〃 中央区
隅田-11 新亀島橋 〃 中央区
隅田-12 西仲橋 〃 中央区
隅田-13 石川島公園 〃 中央区
隅田-14 隅田川橋梁（東武鉄道） H32年度までに実施予定の施設 民間
隅田-15 吾妻橋 〃 東京都
隅田-16 駒形橋 〃 東京都
隅田-17 厩橋 〃 東京都
隅田-18 蔵前橋 〃 東京都
隅田-19 清洲橋 〃 東京都
隅田-20 永代橋 〃 東京都
隅田-21 佃大橋 〃 東京都
隅田-22 勝鬨橋 〃 東京都
隅田-23 築地大橋 〃 東京都

注）ライトアップ実施状況の「実施済みの施設」は平成28年度末までに実施された施設を対象としている（イベント除く）。

隅田-３ 隅田川テラス 東京都
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隅田川・臨海部エリア ：隅田川地域 

  

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図(タイル)を複製したものである。 

（承認番号 平 29 情複、第 1060 号）」 
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事例② 芝浦・日の出・品川・天王洲地域 

 

≪本地域の特色≫ 

   ・運河の護岸整備や遊歩道の整備等により、船やモノレールからの眺望にも配

慮したにぎわいと魅力ある運河空間を形成 

・浜離宮などの歴史のある庭園と、羽田空港から都心までのアクセスの良さか

ら、運河沿いを中心に、土地利用の高度利用が進む新たなまちとの融合 

 

≪今後のライトアップの展開≫ 

・運河等のライトアップの基本的な考え方を今後整理 

・日の出ふ頭や天王洲地区等のライトアップを推進 

・芝浦運河や高浜運河等に架かる橋梁等のライトアップを促進 

・運河沿いの大規模再開発などと連携し、公共施設のライトアップを促進 

 

≪主なライトアップ施設≫ 

地域内の主な公共施設等のライトアップの実施状況・予定及び今後の検討が 

想定される施設は以下の通り。 

表 2 芝浦・日の出・品川・天王洲地域の主なライトアップ施設 

 

 

No. 施設名  ライトアップ実施状況
施設管理者

又は施設管理予定者

臨海-１ レインボーブリッジ 実施済みの施設 東京都・民間

臨海-２ 竹芝客船ターミナル 〃 東京都・民間
臨海-３ 天王洲アイル 〃 東京都・品川区・民間
臨海-４ 日の出ふ頭（上屋等） H32年度までに実施予定の施設 東京都
臨海-５ プラタナス公園 〃 港区
臨海-６ 汐彩橋 〃 港区
臨海-７ 新芝橋 〃 港区
臨海-８ 渚橋 〃 港区
臨海-９ 御楯橋 〃 港区
臨海-10 浜路橋 〃 港区
臨海-11 港栄橋 H32年度以降に実施予定の施設 港区
臨海-12 浦島橋 〃 港区
臨海-13 末広橋 〃 港区
臨海-14 新芝浦橋 〃 港区
臨海-15 東芝浦橋 〃 港区
臨海-16 香取橋 〃 港区
臨海-17 港南公園D 〃 港区
臨海-18 港南公園C 〃 港区
臨海-19 港南緑水公園 〃 港区
臨海-20 高浜公園 〃 港区
臨海-21 品川駅港南ふれあい広場 〃 港区
臨海-22 新港南橋付近 〃 港区
臨海-23 浜離宮恩賜庭園 今後検討が想定される施設 東京都
臨海-24 運河エリア芝浦地区（（仮称）芝浦一丁目計画等） 〃 東京都・港区・民間
臨海-25 運河エリア天王洲地区（水門等） 〃 東京都
臨海-26 田町駅西口デッキ 〃 港区
臨海-27 田町駅東口デッキ 〃 港区
臨海-28 鹿島橋 〃 港区
臨海-29 霞橋 〃 港区
臨海-30 竹芝橋 〃 港区
臨海-31 船路橋 〃 港区
臨海-32 百代橋 〃 港区
臨海-33 夕凪橋 〃 港区
臨海-34 芝浦橋 〃 港区
臨海-35 楽水橋 〃 港区

注）ライトアップ実施状況の「実施済みの施設」は平成28年度末までに実施された施設を対象としている（イベント除く）。
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隅田川・臨海部エリア ：芝浦・日の出・品川・天王洲地域 

 

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図(タイル)を複製したものである。 

（承認番号 平 29 情複、第 1060 号）」 
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東京駅及び皇居周辺エリア 
 

事例③ 東京駅及び皇居周辺 

  

≪本地域の特色≫ 

・国際的な中枢業務機能の高度集積が進んでおり、交通結節機能強化と民間開

発との協働により、東京駅周辺の国際化やにぎわいを創出 

・東京の玄関であり、バスツアーの発着地ともなっており多くの観光客が訪問 

・皇居の外郭に位置する皇居外苑、江戸城のたたずまいを残す濠、幹線道路と

その沿道の建築物などが一体となって、日本を代表する景観を形成 

  

≪今後のライトアップの展開≫ 

・日本橋川沿いの大規模再開発などにより整備する公共施設のライトアップの

促進 

・皇居前広場等のライトアップの整備促進 

・皇居周辺の公共施設のオープンスペースを利用したライトアップの促進 

・希少動植物の存在が確認されている箇所のライトアップは控える。 

 

≪主なライトアップ施設≫ 

地域内の主な公共施設等のライトアップの実施状況・予定及び今後の検討が 

想定される施設は以下の通り 

表 3 東京駅及び皇居周辺エリアの主なライトアップ施設 

 

 
No. 施設名  ライトアップ実施状況

施設管理者
又は施設管理予定者

東京-１ 国会議事堂 実施済みの施設 国

東京-２ 丸の内仲通り 〃 千代田区・民間
東京-３ 東京国際フォーラム 〃 東京都・民間
東京-４ 和田倉噴水公園 〃 国
東京-５ 東京駅 〃 民間
東京-６ 旧江戸城外桜田門 H32年度までに実施予定の施設 国
東京-７ 和田倉橋 〃 国
東京-８ 皇居前広場 〃 国
東京-９ 行幸通り 〃 東京都
東京-10 日本橋一丁目中地区 今後検討が想定される施設 中央区・民間
東京-11 日比谷公園 〃 東京都
東京-12 日比谷公会堂 〃 東京都

注）ライトアップ実施状況の「実施済みの施設」は平成28年度末までに実施された施設を対象としている（イベント除く）。
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東京駅・皇居周辺エリア 

  

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図(タイル)を複製したものである。 

（承認番号 平 29 情複、第 1060 号）」 


